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サポートセンター情報

　本日はJAなすの管内でアスパラガスの生産に取り組まれている本澤盛男さんをご紹介いたし
ます。

▶就農までの経緯と現在の経営について教えてください。
　電子機器関係の企業に長年勤務していましたが、将来への漠然とした不安や、家族と一緒に過
ごせる時間が多く確保できるのではという思いもあり、地
元で就農することを決めました。農業の知識や、アスパラ
ガスの栽培については市の就農準備研修の活用や、研修先
と近所の農家さんの2件で収穫を手伝うなどして学びまし
た。その時点ではまだ勤めていたので朝に収穫作業をして
から会社に行くこともありましたね。現在は、主に家族４
人と収穫の時期にはパートさん10人を雇用して栽培管理を
行っています。

▶アスパラガスを栽培品目に選んだ理由を教えてください。
　もともと両親が兼業農家で多品目の野菜を栽培していま
したが、販路が確立されていない作物も多く、せっかく収
穫をしても行き場を失ってしまう光景を目にしてきました。
この経験から、まずは販路が確立されている作物、そのな
かでも忙しい時期と落ち着く時期のメリハリがあるアスパ
ラガスに魅力を感じ、栽培を決めました。

▶農業をするうえでのやりがいや、息抜きになっていることがあれば教えてください。
　食べていただいた方からの喜ぶ声や、頑張った分見返りが得られることがやりがいになってい
ます。部会の集まりでは、同じ悩みを持つ仲間や先輩方と意見交換ができ、和気藹々とした雰囲
気で過ごす時間が貴重で息抜きになっています。イベントも定期的にあり、今月はバーベキュー
が開催される予定なので楽しみです。

▶今後の展望を教えてください。
　後々は品目を増やしていくことも考えていますが、まずはアスパラガスの経営を安定させて経
営をより良い形にしていきたいです。直近としては、ウォーターカーテンの導入を検討しており、
出荷が早まることによる単価の上昇や、農繁期の分散になることを期待しています。

　アスパラガスは焼いて塩・胡椒が美味しいと教えていただき、実際に試してみたと
ころ、ジューシーで甘みが引き立ちとても美味しかったです。本日はありがとうござ
いました。

▶名前：本澤  盛男 さん (51)
　品種：アスパラガス {ガリバー (46a)、ウェルカム (2a)}
　就農年数：3年目

頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!
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サポートセンター情報

　本日はJAはが野管内で梨の生産に取り組まれている岸田賢さんをご紹介いたします。

▶就農までの経緯を教えてください。
　以前は東京に拠点を持つ農業法人に所属していました。法人に所属していた7年間は、青森県
で広大なりんご園を栽培管理したり、栃木県でぶどう栽培の立ち上げプロジェクトに参加したり
と様々な経験をしました。そんななかで「自分で農業経営をしたい」と思うようになり、栃木県
での就農を決めました。

▶栽培品目に梨を選ばれた理由と園地承継の経緯を教えてください。
　もともと果樹栽培に関わっていたことや「栃木といえ
ば梨」というイメージがあったことから梨を栽培品目に
選びました。園地承継は、研修先の梨農家さんから園地
の縮小を考えている農家さんがいるとの情報を教えてい
ただいたことから始まりました。もうすぐ梨の木を伐採
してしまう予定とのことだったので、園地を承継するま
での期間は短くなりましたが、何度も圃場に足を運び、
適した圃場かどうかの確認は念入りに行いました。

▶新規就農を目指している方へアドバイスをお願いします！
　就農前の準備をしっかりとしておく必要があると思います。就農にあたり、設備投資や収入が
入るまでの生活費など多額の費用がかかると思うので、事前に資金を整えておくとよいと思いま
す。梨でいうと単価は高い水準で推移すると見込んでいるので、梨の栽培はおすすめできると思
います。

▶今後の目標を教えてください。
　まだまだ道のりはありますが、着実に足場を固めながら、いずれは4〜 5haまで園地を拡大さ
せたいですね。１年目はほとんど１人で栽培管理していたこともあり、作業のタイミングがずれ
てしまうことがありました。その影響もあってか品質の低下や小玉傾向が見られたので、今年は
人手を増やし、適期作業に努めて品質向上を目指していきたいと思います。

　岸田さんの行動力と学ぶ姿勢を私も見習いたいと思いました。本日はお忙しいとこ
ろありがとうございました。

▶名前：岸田　賢 さん (33)
　品種：梨 (121a：幸水、豊水、あきづき、
　　　　　  新高、甘太）
　就農年数：2年目

頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!
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中央会情報

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木の需要に応じた水田農業実践プラン 
本県耕地面積の８割を占める水田で収益性の高い農業を目指すため、進むべき道筋を明確にし、
関係団体等が一体となって推進を図るための実践プランです 

水
田
農
業
□
取
□
巻
□
情
勢
変
化 

【主食用米をめぐる情勢変化】 

○ 西日本を中心に生産の目安まで作付できない県が増加（米の供給能力の低下が懸念） 

○ インバウンドや地震･台風等の買い込み需要により価格が上昇 

○ 家庭内食向けに比べ、中食・外食向けの販売割合が増加 

○ 「とちぎの星」を筆頭に県産米の需要の増加 

○ 主食用米の輸出は全国的に拡大 
 
【水田農業全般を取り巻く情勢変化】 

○ 気温上昇の更なる進行 

○ 今後 20 年間で国内の基幹的農業従事者は約 1/4 まで減少すると推計 

○ 肥料や配合飼料、重油などの燃料の高止まりが継続 

○ 食料安全保障を基本理念とする食料・農業・農村基本法の改正 

需要を的確に捉えた生産          実需から選ばれる産地の育成 
 

収益性の高い水田作付体系の確立    低コスト技術・スマート機器等の導入 

 

水
田
農
業
□
目
指
□
姿 

情勢変化を踏まえ、以下の４項目をより加速的に進めます 

 

 

収益性の高い水田農業に向け、

情勢変化に柔軟に対応していく

ことが重要です 

将来を見据えた収益性の高い水田農業を目指し、「需要の見込まれるマーケットへの対応」と「収益性の

高い生産構造の確立」の施策２本柱により推進を図ります 
 

図 本県水田の作付面積の方向性 
 

表 品目別作付面積目標（一部抜粋） 
 

※令和９年度以降の国の米政策等によりプランを変更するこ
とがあります 

主食用米

コシヒカリ

とちぎの星

その他

米粉用米

飼料用米

WCS

新市場開拓米

上段：全体

下段：うち基幹

上段：全体

下段：うち基幹

飼料作物（新規需要米を除く）

2,6901,931 2,090野菜

3,5202,730 2,840

2,860

353 450 810
大豆

2,260 2,380

12,340

7,488 7,580 7,940
麦

11,439 11,620

21060 90

8,078

2,329 2,530 3,330

11,556 9,204

13,218

909 1,000 1,600

新規需要米 14,854 12,824

品目（例）
令和6年産（実績）

（ha）
令和7年産（計画）

（ha）

6,3009,800 9,494

26,500

10,780 12,000 15,200

28,420 28,950

令和11年産（計画）
（ha）

49,000 50,444 48,000
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中央会情報
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１．生産力の強化 

 （１）主食用米の安定生産に向けた県内の需要量の把握と情報発信 

    県産米の需要に基づく作付参考値を設定するとともに、経営判断の 

参考となる情報発信を進めます 

 （２）「とちぎの星」の作付割合の拡大と品質向上 

    高温登熟性を有する「とちぎの星」の生産技術と認知度の向上に取り組むとともに、作付割合の拡大を 

図ります ［販売割合目標 18%(R5)→ 30%（R11）］ 

 （３）麦・大豆の生産拡大 

    収量の確保と品質向上を図るため、気候変動に対応した生産体制 

    の強化を支援します 

 

２．販売力の強化 

 （１）「とちぎの星」など県産米の県外への認知度向上と販促活動によるシェア拡大 

    西日本などの県外を対象とした県産米の需要を開拓します 

 （２）米の契約取引等による販売力の強化 

    播種前契約や複数年契約などといった「事前契約」等の一層の拡大に努めます 

 （３）加工･業務用需要に対応した露地野菜の生産拡大 

    実需の要望に柔軟に対応するため、規模拡大に加え、販売力強化に向けた取組を支援します 

 

３．新たな需要への対応 

   輸出用米や米粉用米の作付拡大に加え、温室効果ガス削減など環境負荷低減の取組を支援します 

１．水田の高度利用による大規模化の推進 

 （１）水田輪作やブロックローテーションの確立 

   作付体系を確立し情報発信するとともに、必要な技術や機械の導入を支援します 

 （２）園芸団地の整備による担い手確保 

   収益性の高い営農に参入しやすい環境を整えるため園芸団地の形成を支援します 

 （３）担い手への農地集積・集約化を進める地域計画の策定と基盤整備の推進 

   地域計画の着実な実行と、作業の効率化に向けた基盤整備を支援します 

 

２．超低コスト生産による競争力の強化 

 （１）スマート農業や低コスト技術の導入による競争力の確保 

   経営状況に応じた機械や低コスト技術の組合せのモデル提示などにより普及推進を図ります 

 （２）自給飼料の増産に向けた耕畜連携の推進 

   畜産農家と耕種農家のマッチング推進等により飼料作物等の作付拡大を図ります 

 

３．拠点施設を核とした産地の育成 

   競争力のある産地を育成するため、核となる施設整備を支援します 

施策の２本柱の概要 

栃木県農業再生協議会 令和７(2025)年１月 
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総合販売企画情報

毎月月末の週末に、栃木県内のヨークベニマル全店にて、
栃木県産フェアーその名も「たちつてとちぎフェア」を開催しています。

この県内全店フェアは、2019年5月からスタートし
今年の5月に、6周年を迎えます。

春のおすすめはトマト 3月は苺の試食販売を実施

今月のフェアは、5月下旬頃の
３日間の開催を予定しています。

ぜひ、お近くのヨークベニマルにご来店ください。

とちぎ稲穂豚や旬の野菜・お米などの
県産食材を使用したメニュー提案

10月はにっこり梨を展開

お知らせ

県産のお花で
華やかに✨
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生産振興情報

◆ 耕種作物(水稲・麦)と組み合わせた新たな輪作体系を確立したい方

◆ 夏季の労働力を有効活用したい方

◆ 初期投資や単価変動のリスクをさけて安定的に収益を確保したい方

◆ 面積契約で全量出荷可能 （出荷規格適合品）

◆ 出荷経費はかかりません (運賃・コンテナ代)

◆ 定期的な栽培指導や研修会の実施

５２円/㎏ (Ｒ7年産)
前年比+3円/kg

(品種により変動) ５１円/㎏ (R7年産) 前年比+2円/kg

こんな方にオススメです！

ジュース用トマト栽培の特徴

≪ 経営体系に合わせて栽培体系を選択できます ≫

手 収 穫 栽 培 機 械 収 穫 栽 培

栽培スケジュール

初年度推奨面積 １０a以上 ５０～１００a

販売単価

特　　　徴 収穫適期のトマトを見極めながら、
約1か月収穫を実施。

１ｈａ作付けの場合、１週間で収穫可能。
定植機・収穫機の無償貸与。 (フォークリフト必須)

作業人員 移植・定植：２～３人、 収穫：２人～ 移植・定植：２～３人、 収穫：６～７人

各種助成
※ R7年助成のため変更の可能性あり

・プラグ苗 初年度無償
・初年度 資材費助成

 その他助成あり

・定植機、収穫機の無償貸与

 その他助成あり

販 売 額 (１０a) 416,000円 (目標反収の場合) ２５５,000円 (目標反収の場合)

費　　用 (１０a)
※ 変動の可能性あり

120,000円 (主な経費： 肥料・農薬・資材) 120,000円  (主な経費：肥料・農薬・資材)

出荷荷姿 20㎏コンテナ (無償貸出) 450㎏コンテナ  (無償貸出)

目標反収 ８ｔ/１０a ５ｔ/１０a

ジュース用トマト新規栽培者募集

【全農とちぎ 担い手支援課 ℡ 028‐616‐8838】

※ 計１０回以上の薬剤散布

ジュース用トマト新規栽培者募集

【全農とちぎ 担い手支援課 ℡ 028‐616‐8838】

※ 計１０回以上の薬剤散布

圃場見学・説明会

ご案内可能です!!



−8−

米 麦 情 報



−9−

米 麦 情 報

水稲田植後30日早めの間断潅水

　高品質・良食味米安定生産に向けて、適切な管理に取り組みましょう。夏の暑さにも負けない
太い茎をじっくり増やすのが基本です。

１　田植え後４～５日間は、水深を５cm程度の
深水に保ち、活着を促進しましょう。（脱水症
状や寒風害等を防止します。）

２　活着後は浅水（水深３～４cm）として、水
温を高めて、分げつ発生を促し、早期に分げ
つを確保ましょう。（低温・強風などの気象変
化の激しい場合は深水管理を行います）

３　除草剤の効果を安定させるため、畦畔から
の漏れを防ぎ、散布後１週間は落水・かけ流
しはしないことが除草剤を上手に効かせるポ
イントです。この期間に除草剤の処理層をしっ
かりつくります。（水もちの悪い水田はゆっく
りさし水を行います。）その後、差し水等で水深３～４㎝の水位を保ち、地表面は絶対露出さ
せないようにします。

４　移植後１か月程度で、必要茎数（早植コシヒカリで380本/㎡、坪60株植えで１株18 ～ 20本程度）
が確保されたら、早めに間断かん水に移行します。（茎数の数え方は、分げつ茎の頭が見えた
ら１本と数えます。）

５　間断かん水は、イネの根に酸素と水を供給し、根腐れを防ぐな
ど、根に最も良い水管理です。メタンガスの発生も抑制され地
球環境にも優しいです。足跡に水が残っているくらいの状態に
なったら、水をいれましょう。（間断かん水とは 、湛水状態と飽
水状態を数日間隔で繰り返す水管理です。）

６　水はけが悪い水田や、茎数が多くなってしまい、かつ葉色がさ
めてこない場合は、軽い中干しが必要です。最高分げつ期ころ（6
月下旬～ 7月上旬）に7 ～ 10日間、中干しを行うようにします。
また、浅耕田や地力の低い水田では中干はせず間断潅水を続け
ます。

ＪＡ全農とちぎ　米麦部

〜麦わらは燃やさずに資源活用しましょう！〜
　野焼きは法令で制限されており、悪質な行為には罰則が適用されることがあります。
　根拠法令：廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１６条の２
　※その他、消防法などの関連法があります。
　麦わらはほ場で燃やさずに、適切に処理をしましょう！ほ場に麦わらを鋤込むと土壌
の物理性の改善（排水性・保水性の向上、団粒構造化の促進）と地力の維持に効果があ
ります。
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農業総合研究センター情報

- 1 - 
 

 

イネカメムシ（写真１、２）は、水稲の斑点米（写真３）を生じさせるほか、出穂直後
から水田に飛来して不稔（写真４）を引き起こす斑点米カメムシ類の一種です。かつては
水稲を加害するカメムシ類の主要種でしたが、1960 年代以降にその発生量は減少しまし
た。しかし、近年、西日本を中心に、本害虫の被害が増加傾向にあります。 

県内での発生調査では、令和５(2023)年度まで、ほとんど確認されませんでしたが、今
年 10 月 17 日現在、15 市町で確認されています（図１）。また、一部の地域においては、
本害虫の多発ほ場も確認されています（写真５）。 

本害虫は、従来の斑点米カメムシ類よりも稲への嗜好性が強く、出穂直後から穂を加害
することにより、不稔籾が発生して大幅な減収を引き起こします。 

特に、今年発生が多かった地域では、来作以降の発生に注意が必要です。本害虫の発生
が見られる場合は、出穂初期からの薬剤防除を実施しましょう。また、確認されていない
地域でも、ほ場内外での発生状況をよく確認し、発生を確認したら防除を実施しましょう。 
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古くて新しい水稲の害虫「イネカメムシ」 

(環境技術指導部 防除課) 

写真４ 出穂直後の加害により  写真５ 水稲多発ほ場    図１ 県内の発生状況 
不稔となった稲穂        の幼虫          ※黄色：発生確認市町 

                  (令和 6(2024)年 10 月 17 日現在) 
 

写真１ 水稲穂上の成虫   写真２ 雑草（メヒシバ）    写真３ 斑点米 
上の幼虫       （基部加害が特徴） 

栃木県農業総合研究センター 
試験研究成果は､ホームページで見られます！ 
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/ 

栃木県農業総合研究センターは、
明治 28（1895）年に県立農事試験
場として創立され、令和 7（2025）
年で 130 周年を迎えます。      
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5.11 SUN

©栃木県 とちまるくん

とちぎの花を扱っているお花屋さんを紹介しています。
特別なプレゼントにとちぎの花のギフトはいかがでしょうか?

栃木県ではこの他にも多くの品目が生産されています。

MOTER’S DAY

母の日に贈るお花は?

来月６月１５日は

栃木県民の日にとちぎの花をお家に飾り、
楽しんでみてはいかがでしょうか。

定番のカーネーションもオススメですが、最近では今回紹介したカーネーション以外の花を贈る人
も増えています。また、お花を選ぶ際カーネーションのように色が多種多様にある場合、迷う人も
多いと思いますがカーネーションにはそれぞれの色に花言葉があります。花言葉やお母さんが好き
な花を見つけにぜひお花屋さんに足を運んでみてください。

ー県民の日に花を!ー
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農 薬 情 報

ネマトリンエース粒剤の

登録内容はこちらから
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肥 料 情 報
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農業機械情報
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生 活 情 報

 

 お近くの JA直売所、またはWEBサイト JAタウンより 

ぜひお買い求めください！ 
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編集後記

野 生 を 食 べ る ス ギ ナ182野 生 を 食 べ る

　５月は新緑が満喫できる季
節ですね。新緑を見ると爽や

かで見ているだけでリフレッシュできる気
がします！今年の夏も全国的に猛暑が予想
されているので日常生活の中での暑さ対策
を早めに取り入れましょう！　(岩根 )

　本シリーズ12にツクシを登場させたが、今回はその後に出てくるスギナを検討し
た。ツクシとスギナは地下茎でつながっており、地中深い所にあるので防除の困難な雑
草の一つだ。少し食べたところで全く除草の役にはたたないが、あまり背丈は伸びない
し害虫もつかないので、逆手をとって畦畔管理植物として利用したらどうだろう。

　スギナにはケイ素を筆頭に多くのミネラルを含み、「スギナ茶」（写真１）にすると
さまざまな薬効が期待できるのでお試しあれ。作り方は簡単。よく洗ってから天火で
干すだけ。カラカラになったら細かく砕いで保存する。茶にするには水１ℓに大匙１
〜２杯の茶葉を投入。5分程度煮詰めてできあがり。まあまあ飲める。スギナの「ふ
りかけ」（写真2）にも挑戦してみた。葉を３ミリ程度に刻み、フライパンに水と塩
を入れて沸騰させ、8分ほど煮てアクを抜く。湯を流し、炒りながら水分を飛ばし、
みりんとごく少量の醤油を入れてカラッとするまで炒る。最後にゴマとカツオブシを
投入して出来上がり。美味しくいただけたがその美味しさはゴマとカツオブシが大半
を担っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（aida）

料理メモ

写真１ 写真２


